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Ⅰ．はじめに
　本稿は，「気仙沼市における無形民俗文化財
の調査記録（Ⅰ）」［相澤・齋藤・土取・梅屋 
2013］，および「気仙沼市における無形民俗文化
財の調査記録（Ⅱ）」［土取・相澤・梅屋 2015］
に続くものである。
　2012年の第二次調査において，上鹿折に鎮座す
る八雲神社のオサガリという行事の存在を知っ
た。宮司は現在は鹿折八幡神社宮司が兼ねてい
る。旧鹿折村の村社であった鹿折八幡神社のオサ
ガリは知られているが，この「もうひとつのオサ
ガリ」ともいうべき行事の記録は管見する限り皆
無であったので，その当時，再開は決まっていな
かったオサガリの神輿渡御の震災前の経路の再現
記録に調査の中心が移ることになった。
　別表「2012年度調査対象一覧」［相澤・齋藤・
土取・梅屋 2013: 39］に記載した通り，2012年度
の調査は，その後，鹿折と山を隔てて近接する早
稲谷や鹿折から離れた古谷館八幡神社の状況につ
いても調査に着手することになった。早稲谷では
旧知の菅原勝一氏に、古谷館八幡神社では熊谷正
之宮司に大変お世話になった。このような鹿折以
外の地域で調査を実施するようになった契機は，
庄司幸男の判断によるところが大きかったが，そ
れまでの鹿折に焦点を絞って行われた調査から旧
鹿折から外れた部分についても資料を蓄積するこ
とになり，鹿折を考えるうえでも比較参照点とす
ることができたといえる。さらにその後，年末に
２例のオトシトリの現場に立会い，調査を行う
ことになった。オトシトリについては別途論考
にまとめてあるので，参照されたい［梅屋 2012, 
2014a, 2014b］。
　本稿では，別表「2012年度調査対象一覧」［相
澤・齋藤・土取・梅屋 2013: 39］に沿って調査記
録を報告し，続いてこれまでの報告内容のうち，
誤った情報，不十分な情報との指摘を受けた部分
の訂正を行うことにする。
　この調査記録の性格上，2012年度のインタ
ビュー記録の日付とともに報告の記述が進行して
いる。その際に，事実関係についての誤解があと
から発見されたとしても，「誤解した」「事実認識
を誤った」といった事実は残る。したがってこれ
らは「なかったこと」にするのではなく，事後に
修正するしかない，というのがわれわれの判断で
ある。この（Ⅲ）で記述し切れなかった部分につ
いては（Ⅳ）に収録する。
Ⅱ．調査記録
○2012年度第二次調査（８月５日～８日）の続き
５．八雲神社のオサガリ（８月８日10：00）
　第２期の調査日程となった８月８日の調査で
は，上鹿折と呼ばれる，東中才・西中才地区の八
雲神社の例大祭についての聞き取りが行われた。
　八雲神社は，いわゆる上鹿折地区（気仙沼市上
東側245）に鎮座する。祭神は素戔嗚命。伝承に
よれば，暦応４年（1341年。南北朝時代の北朝の
元号を用いている点に注意），刈屋源四郎なる人
物が，疫病退散祈願をために尾州津島牛頭天王の
分霊を勧請したものとされる。祭典日は旧暦の６
月14日，15日である。
　旧鹿折村の神社は八雲神社も含めすべて1906年
（明治39年）12月の神社合祀令（勅令）により村
社であった鹿折八幡神社に合祀された（ただし正
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式な合祀手続きが書き上げなどのかたちで確認で
きるものとできないものがあり，現在のところ八
雲神社の場合確認できていない）。このことから，
上鹿折地区の住民は鹿折八幡神社の氏子であると
いう認識を持っており，４年に一度の「八幡様の
オサガリ」のトーメー（当前）の際には神輿のロ
クシャクを担当していることもその事実を裏づけ
る。
　鹿折八幡神社のトーメーでは，東・西中才とし
てロクシャクを担当する。上鹿折の住人は，４年
に一度の鹿折八幡のオサガリにおけるトーメーの
ほかに，毎年八幡神社（オテンノウサマ（お天王
さま））のオサガリのロクシャクも担当する。宮
司は代々羽黒修験の齋藤家（屋号は東（ひがし））
が担当していたが，直系の血脈は復飾しているの
で，現在ではその系統を継承する鹿折八幡宮司齋
藤漠氏が兼務している（ちなみに現在では三ノ浜
（鶴ヶ浦）の御嶽神社も含め旧鹿折村全神社小祠
の祭典は同宮司が兼任している）。
　４年に１度担当が回ってくる八幡様のオサガリ
と異なり，八雲神社のオサガリは毎年行われる。
600年以上続いてきたとのこと。本来は浪板まで
は行かず，蔵底まで行って帰ってくるだけだった。
しかし，明治時代に流行り病が起こった際に，浪
板地区まで来てほしいとの要望があった。その時
浪板からの帰り足に船を出して浜町１丁目まで送
ることを約束し，それ以来，浪板まで出向くよう
になっているとの伝承を得た。
　八雲神社の「オサガリ」は，「八幡様のオサガリ」
と一部では異なるものもあるが基本的には重複し
た御旅所（オヤド）を通る。
　オヤドとなった家は「世話人」とも呼ばれ，神
輿の休憩時に食事などを振る舞った。オヤドは旧
家や商店・総代の家が多いが，近年では行政委員
や自治会長などの経験者といった，有力者や名士
に依頼することもあった。これらのオヤドに関し
ては，休憩所となる家のみを提供し，実際の世話
人は地区の行政委員や自治会長が務めることも多
かった。また，ロクシャクの休み場もオヤドの家
に上がることはなくなり，住宅入口の道端で休憩
を取るようになったことも近年の変化としてあげ
られる。
　なお，2011年３月11日の東日本大震災後，上鹿
折は津波の犠牲者の緊急避難場所としての役割を
担ったほか，当座の食料の供給にも重要な役割を
果たした。主立った氏子たちは直接の被災はして
いないものの，鹿折八幡神社のオサガリ同様，オ
サガリの経路に当たるオヤド，特に町場の新しい
家が深刻な津波の被害に見舞われたため，2012年
現在のところ，オサガリを再開する目途は立って
いない（とのことだったが，2013年から再開され
ている）。
　八雲神社の総代会は神社の近隣住民で構成され
ている。現在の構成員の人数は16名。総代会の役
割は祭礼当日のみに限らず，事前にオサガリのオ
ヤドとなっている家に案内を出したり，祭礼の前
日に行われる前夜祭（後述）の運営もおこなう。
また，案内することは「オツキアイ」と呼ばれて
いる。総代会16名の内訳であるが，「総代」の職
に畠山修太郎，齋藤洋，齋藤久夫氏の３氏が就い
ている。畠山氏（屋号・久保）は神社の総代長，
齋藤洋氏（八雲神社社務所）はベットウ（別当），
久夫氏（屋号・仁井屋）は氏子総代を務めている。
そして世話人（世話役）が13名，宮司，事務局な
ど５名ほどとなっている。事務局を総代や世話人
が兼務することはなく，専任の人間がいるとのこ
と。この時点で総代会の構成人数は先の16名を超
えている。総代会の打ち合わせの場は両沢会館で
ある。
　八雲神社の祭礼の前夜祭には，総代，氏子，崇
敬者など，八雲神社の関係者が集まる。前夜祭で
は神事・祝詞・御祓い・直会をおこなう。直会は，
神社の中で行う（鹿折八幡神社の場合は社務所や
参集殿で行われる）。
　八雲神社のオサガリ時のオヤドは，鹿折八幡神
社とかなり重複しているが，若干異なっている。
これは慎重に分析する必要があるが，上鹿折がか
つて金山で栄えたという歴史的経緯から考える
と，金山の衰退に伴って商業に活路を見出すべく
埋め立てられた新興地域に移住していった人々が
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もともとの氏神である八幡神社の神輿巡幸を望ん
だものではないかと推測される。
　浪板のオヤドになるのは地区の代表の家であ
る。八雲神社のオヤドは八幡神社と比べて多く，
23のオヤドがある。そのうち一部は，八幡様のオ
サガリと重なっている。浪板地区のオヤドは，浪
板１区の飯綱神社と浪板２区の須賀神社への八雲
神社の巡幸を意味するもので，御仮宮と呼ばれる。
　オサガリの際は各オヤドでおにぎり，お煮しめ，
酒が振舞われる。神主がオヤドとなっている家に
行く際，あらかじめ連絡が入り，地区の人はゴシ
ンボクを道路において，世間話をしながら神主を
待つ。やがて神主が来て，ご祈祷を行った後，そ
の地区の住民はめいめいに拝み始める。
　オヤドのほとんどが個人宅であり，かつての祭
祀の実情を推測すると，ロクシャクたちは庭など
で休憩し，神官は神棚などに祈祷したと考えられ
る。近年では神官はその住宅にあがることはせず，
ロクシャクもその家へと続く道路の入り口で休ん
でいる。注目すべきは，多くの場合にこの地域で
信仰をあつめる曹洞宗の檀家の代表（護寺会）が
講中をとりまとめるかたちでオヤドとなっている
点である。
　以下，オヤド宅，世話人（屋号），講中名の順
に記載し，必要に応じて解説する。図１は，八幡
神社のオサガリの神輿の順路とオヤドを図示した
ものである。
①八雲神社（鳥居がスタート地点）。
②畠山家，畠山修太郎（久保：神社の総代長），
久保講中。
③上鹿折駅前：世話人は行政委員や自治会長が務
める。
④昆野家，昆野有志（元茶屋：昆野氏は近辺の講
中の頭，世話役を務める），元茶屋講中。
⑤横山家，横山正義（蕨野），蕨野講中。
⑥横山家，横山薫（川端），川端講中。
⑦白山商店，佐藤良治（白山），白山講中。初代
は盛岡原六光房。現在の当主佐藤良治氏は15代
目。代々神輿の通り道を清めるシオマキを世襲
で担当している。石川県の白山神社から修験者
がおとずれ，それを由来とするイエガミをもつ
ためこの屋号となった。
⑧中央橋，津満（つま）講中。
⑨村上家，村上正次（朴木沢（ほうきざわ）），朴
木沢講中。公民館の近くに神木がある。場所は
村上家ではなく，家の手前の道路となる。
⑩村上家，村上克美（老ノ林），老ノ林講中。場
所は村上家の近くの道路であるが，5，6年前に
オヤドとなって100年ということで家まで渡御
し，休んだことがある。
⑪小野寺モータース，小野寺孝信（森ヶ口），森ヶ
口講中。
⑫鹿折大橋，小松毅（中山田），山田講中。山田
講中は山田家5，6件＋近隣の家で構成される。
それぞれの屋号は入山田（小野寺強・入山田建
設），中山田（小松毅），前山田（小松光雄）で
ある。中山田は別名大家（おおい）山田と呼ば
れ，本家とみなされている。実際の系譜上のつ
ながりの有無にかかわらず，こうした同族団に
付随して本家を手伝う家のことを近隣では広く
シンルイと見なすことが多い。
⑬村上家，村上信一（川崎），川崎講中。かつて
は小野寺吉之氏の家であったが戦前に浜区の方
から越してきた高橋吉重氏の家が世話をするこ
とになった。小野寺家への入口に当たる高橋吉
重氏が務めている。高橋家が当地区に移住して
きたのは比較的新しい。現在の祭礼の際に高橋
氏は出てこない。
⑭高橋家，高橋吉重，岸根崎講中。かつては小野
寺吉之氏の家であったが戦前に浜区の方から越
してきた高橋吉重氏の家が世話をすることに
なった。小野寺家への入口に当たる高橋吉重氏
が務めている。高橋家が当地区に移住してきた
のは比較的新しい。現在の祭礼の際に高橋氏は
出てこない。
⑮油茶や（齋藤瑞久家）前，高倉暁，油茶や講中。
実際の世話は長年行政委員を務め名士でもある
高倉暁氏が務めている。大船渡線を挟んだ西八
幡町の西部にすむ。
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⑯菊田旗染工場前，菊田栄穂，染屋講中。
⑰酒大将十文字目店前，小野寺幹夫家，十文字目
講中。村上昇氏が世話役。場所は酒大将十文字
目という酒屋であるが，世話役の村上氏（屋号：
カクボ）は酒屋とは関係のない人物である。村
上氏が世話役を務めているのは，行政委員を務
めていたからではないかと考えられる。また，
小学校の校長を務めた経験もある小松稔氏が世
話役を担当していた時期もあった。現在の十文
字目講中のお世話人は東八幡前の小野寺幹夫氏
である。戦前は，現東八幡前の人は鹿折歩道橋
付近（中みなと町）を通って沢まで下って行き，
魚やイカなどを釣っていった。現在では，東八
幡前となかみなと町には国道45号線が横断し，
両地区は明確に区分されているが，昔は通り道
が一本だったのでコミュニティとして現在より
も一体感があった。
⑱みなとや商店前，西条郁夫，みなとや講中。「み
なとや」は鹿折駅前のかつて第18共徳丸があっ
た辺り。西條氏は2010年までお世話をしており，
その後，津波の被害に遭う。震災後は場所だけ
提供している。
⑲たかはし商店前，高橋明（カネショウ），カネ
ショウ講中。
⑳吾妻商店，吾妻（吾妻忠男），吾妻講中。
㉑消防会館前，講中名なし鹿折消防会館（屯所）。
本浜町1丁目，2丁目の行政委員が世話役。1丁
目の行政委員は加藤信夫氏（総代も兼務）と伊
藤克人氏。しかし，伊藤氏は津波で亡くなる。
2丁目の委員は小野寺清喜氏である。
㉒飯綱神社前，飯綱会館。浪板１区の住民，波板
１区の御仮宮と呼ぶ。
㉓浪板２区公会堂，浪板2区の住民，御仮宮。㉒
の飯綱会館同様，浪板地区のオヤドは，それぞ
れの地区の神社である飯綱神社，須賀神社への
八雲神社の巡幸を意味するので，御仮宮と呼ば
れる。浪板地区がオテンノウサマの際に回るよ
うになったのは，明治時代に起きた流行病がも
とで，それ以前はオテンノウサマのルートには
組み込まれていなかった。この前の浜から船を
仕立てて，
㉔鹿折川対岸ヤヨイ食品工場前の岸壁へ神輿乗せ
船をつける。以下は西側の岸のオヤドである。
㉕菅野家前，菅野明雄（宇屋），宇屋講中。
㉖伊藤家前，伊藤信子（蛇石），蛇石講中。
㉗鹿折唐桑駅前：行政委員や自治会長が世話人と
なっている。
㉘白山商店前，白山講中：神輿を車に乗せ白山商
店まで持っていき，ゆるんだ綱を締め直すなど
して化粧直しを行う。
㉙齋藤家前，齋藤久夫（仁井屋：齋藤久夫氏は総
代），仁井屋講中。
㉚齋藤家前，齋藤洋（東：別当）。羽黒修験の東
光寺帰命院玉泉坊から数えて17代目。
この後，神輿は八雲神社へ向かう。
　十文字目以降は，2012年現在はオヤドがない状
態である。浪板二区会館から船に乗り，ヤヨイ食
品工場（浜町１丁目）から再開される。
　以前は鹿折唐桑駅から歩いて帰って行ったが，
近年では簡略化されトラックに神輿を載せ，白山
商店まで帰ってくるようになっている。ここで行
われていた化粧直し（神輿を整えて，山を登る準
備をする）は現在も継続されている。
　オヤドとなっている家や商店のうち，みなとや
商店ぐらいから，たかはし商店前，吾妻商店，消
防会館前はもともと塩田であったところを埋め立
ててつくられた町である。鹿折地区において，東
日本大震災による被害が集中したのは埋め立て地
であった。これらの地区は，地域住民のオサガリ
への関心が相対的に薄いとも言われている。
　この場合，注意したいのは，オヤドとなる家（の
人間）とお世話をする家（の人間）が別になって
いることがあることである。また，本浜町などは
街自体が比較的新しい。オヤドも駅などの公共的
な場や商店が多い。世話人も行政委員や地区会長
などが務めている。そして，地域住民の関心が相
対的に薄いと言われている。また，上鹿折に「白
山（はくさん）太鼓」という打ち囃子があるが，
伝承者が少なく，現在活動している近隣の「中才
打ち囃子」の伝承に一役買っていることが多い。
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　なお復活後，１年目（2013年）はそれぞれまわっ
たとのことだが，２年目は④～⑥の元茶屋講中，
蕨野講中，川端講中は久須師神社で兼ねられ，⑧
津満講中，⑭岸根崎講中，⑮油茶屋講中，⑯染谷
講中，⑱みなとや，⑲カネショウ，⑳吾妻，㉑消
防会館，㉔ヤヨイ，㉕宇屋，㉖蛇石は省略し，㉗
鹿折唐桑駅前のかわりに復興マルシェをお旅所と
した。
Ⅲ．修正箇所について
　ここでは，これまでの調査記録をお読みになっ
た主に保存会からの指摘を採録し，修正しておき
たい。丁寧に指摘してくださった関係者に感謝し
たい。
１．大石倉保存会（調査記録Ⅰ）
　「無形民俗文化財の調査に関して（現況）大石倉
芸能保存会伝承太鼓および踊りに関する調査があ
りました，廃墟となったお宮についてと伝承太鼓
について再調査した結果を記載したいと思います。
　廃墟となったお宮は吉田家の氏神様で当地区の
鉱山の廃業とともに自宅に祀り，外にあるお宮は
廃墟となった。大石倉の伝承太鼓は江戸時代に大
滝竜神に干ばつの雨ごいとしてはじまったが，次
第に廃れそれを吉田家が復活させる過程で大滝竜
神から離れ，吉田家を中心として大石倉の打ち囃
子が伝承されてきた。踊りは長紫地域の人より伝
承されてきた。氏神様が自宅になってから吉田家
から離れ，現在の大石倉保存会が伝承太鼓と踊り
を伝承されるようになった。大滝竜神は，道路の
拡張などによりいろいろな場所に移されたが現在
は滝の見える場所に小さな祠として鎮座し，近所
の住民が奉仕している。現在は大石倉芸能保存会
伝承太鼓は大滝竜神の祭りで奉納されることはな
く，神事としての奉納は，10年前より始まった羽
田神社のお田植祭りに対する奉納である。また，
大石倉芸能保存会伝承太鼓は，気仙沼みなと祭り
以外（みなと祭りは祭り用の打ち囃子のため）の
地域のチャリティーなどで演奏されている。」1）
　みなと祭りの打ち囃子大共演には伝承されてい
るものとは違った形での演奏が求められるために
参加を躊躇する保存会はほかにも数多い。
２．磯草虎舞保存会（調査記録Ⅱ）2）
・p.60 左側上から３行目：千葉ふさお氏
→千葉富賀夫氏，千葉民蔵氏
・磯草の戸数は67戸ではなく80数戸に上る。
・千葉富賀夫（ふかお）氏は明治44年（1911年）
生まれ，桶屋であったが太鼓も制作していた。
唐桑の松圃から虎舞の師匠として招いたのはこ
の方である。
・大島神社奉賛会会長をしていた小野寺栄蔵氏
は，話者である小野寺清次氏（昭和18年（1943
年）生まれ）のオジである。保存会は当時の青
年会の組織をもとに作られ，それに小中学生が
加わった。祭りを開催するには，子供が最低25
人は必要だった。男性は各自小太鼓をもち，女
性は笛と手踊りで参加した。笛を吹くように
なったのは子供会育成会が母体になったのだろ
図１　八雲神社神輿渡御
聞き取り資料をもとに土取・相澤・庄司・梅屋が作成。
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う。子供会育成会は現在でも全島組織である。
10年ほど前から笛の楽譜を起こす作業を始め
た。
・小野寺哲郎→小野寺鉄夫，三菱に勤めていて現
在は市内に在住。その後小野寺樹一郎氏，菅原
康浩氏らへと頭振りは継承されている。
・大島架橋の開通式ではしご乗りをやることに
なっており，そのはしごには大島の檜を使いた
い。前回の段階では島内のものを利用するのは
無理と考え別の道を探していたが，島の中で檜
の手配のめどは立ったところである。
・敬老会以外にも小学校の子供たちの太鼓クラブ
で披露することもある。
・新潟柏崎の日本海太鼓と交流があり，この秋
（10月）にも交流会を行い，子供が24人参加し
て披露した。柏崎にて約1000人が集まった大集
会を行った。
３．大谷大漁唄い込み保存会（調査記録Ⅱ）3）
・p.56 右段上から13行目：保存会会員は34 ～ 35
名だが
→現在の会員は40名。男20名，女20名。出演人数
は30名位が平均。
・p.56 右段上から22行目：大浜マリンセンター
→前浜マリンセンター。
・p.56 右段上から26行目：ご祝儀等もなしであ
る。
→あえて出演料は請求していないが，ご祝儀は頂
戴している。
・p.57 左段上から20行目：会には，年間20本を
超える公演以来があるとのこと。
→出演依頼は，結婚披露宴，神社祭典，新築時の
こけら落とし，公の機関で遠方からの来客をも
てなす時など，所謂気づけしたいというような
イベント時にも度々要請がある。
４-１．尾崎郷和会（調査記録Ⅱ）4）
・p.54 左側上から２行目：松岩尾崎地区
→面瀬尾崎地区
・p.54 左側上から４行目：尾崎修也氏→尾形修
也氏
・p.54 左側上から６行目：89世帯304名
→99世帯304名
・p.54 左側上から７行目：大半
→全ての住宅
・p.54 左側上から19行目：明治時代に成立
→尾崎郷和会は昭和22年に設立。保存会は明治時
代に設立。
・p.54 左側下から６行目：会費は一戸あたり
一万円
→郷和会の自治会費は年額一戸一万円。
・p.54 左側下から３行目：昨年（2011年）
→1982年（昭和57年）（聞き取りでは平成３年と
のこと）。
・p.54 右側上から９行目：ヤーヤオイヤ　ヤー
ヤドドセイ　ヤーヤサササイ
→表１を参照。
・p.54 右側下から11行目：1988年以降
→1982年以降
・p.54 右側下から10行目：12年ぶりに披露する
こととなった。
→18年ぶり
・p.55 左側上から１行目：震災の起こった2011
年は，文化庁主催の民俗芸能記録保存事業に大
名行列が対象となり
→正確な表現ではない。
　民俗芸能記録保存事業は，第１期が石巻（２～
３年），第２期が気仙沼であった。2011年が，記
録媒体事業が完成する年だった（完成には２～３
年かかる）。このために集まるのは無理なので，
2000年度の際に作ったビデオを差し出した。気仙
表１　尾崎大名行列　掛け声
（2016年９月26日，尾形修一氏より庄司が聞き取りを行い作成）
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沼地区内を対象とした県教育委員会が窓口（文部
科学省）。
・p.55 左側下から18行目：仕事や宗教の多様化
により
→仕事や市街地の道路事情，交通事情により
４-２．尾崎郷和会追調査
　尾崎郷和会について，2016年３月23日に追調査
を実施した結果，以下の情報を得た。さらなる修
正が必要になる可能性があるが，それが最小であ
ることを祈る。
　2016年３月に神戸大学震災復興事業サポート経
費により，尾崎郷和会に対して追調査を行う機会
があった。調査者は土取俊輝，調査に当たっては
東北学院同窓会気仙沼支部の佐藤仁一氏の協力を
受けた。被調査者との折衝・日程調整などは庄司
幸男が担当し，更に追調査を実施した。４年ぶり
に面瀬中学校の仮設住宅を再び訪れると，尾形修
也氏が応対してくださった。
　尾崎郷和会は，2012年をもって既に解散してい
る。尾崎地区の合同告別式が行われた2012年10月
27日に臨時総会を開き，その場で解散が承認され
た。解散する理由として最も大きなものは，尾崎
地区が2011年10月（あるいは11月と認識されてい
るが，実際の条例は６月29日に公布・施行。指定
区域については７月９日に告示である5））に災害
危険区域に指定されたことで，住むことができな
くなったことである。これによって，尾崎地区の
地名は今後も残るが，人がいなくなってしまうこ
とになる。このことを尾形氏は「尾崎が住所でな
く，地番になってしまう」と語った。尾崎地区が
災害危険区域に指定されたことで，尾崎郷和会は
解散を視野にいれなければならなくなった。この
ことについて尾崎大名行列保存会の意向を伺いに
いくと，保存会でも解散やむなしとなったため，
郷和会の解散が現実味を帯びるようになったとい
う。その尾崎大名行列保存会も，2012年５月頃に
尾崎郷和会に先立って解散している。
　尾崎地区に人が住めなくなった以上，尾崎地区
から離れて尾崎大名行列を行うことは，規模の問
題もあるが，その生い立ちの意味合いからかけ離
れたものになってしまうのだという。このことに
ついて尾形氏は「あちこち点在している人を集め
て，事を起こそうとしたとき，果たしてどれだけ
のものができるのか。尾崎地区から離れて尾崎大
名行列を行っても，地域のまつりごとではなく，
同好会になってしまう」と語った。尾形氏はまた，
「尾崎大名行列が無くなったというのも，ひとつ
の歴史になるのではないか。ただ，尾崎大名行列
があったということは残していかなければならな
い」とも語ってくれた。郷和会が解散してしまっ
たため，今後もし尾崎大名行列を再び行おうとす
ると，道具装束がないために２年はかかってしま
うという。
　尾形氏には，郷和会の解散について葛藤があっ
たという。「郷和会は残したい。けれども，それ
が愛好会となってしまっては意味がない」という
のが尾形氏の考えであった。「愛好会となったと
しても，やるという人がいるなら，やっても良い
と思うが，自分はやらない」と尾形氏は語ってい
た。郷和会の解散を協議した臨時総会では，郷和
会の解散に対して異論は全くでなかったという。
　尾崎郷和会は解散したが，そのネットワークは
現在も生きている。尾形氏は行政委員を務めてい
ることもあって，その窓口になっている。なお，
今年（2016年）改選を迎えるという。
５．八幡太鼓
　八幡太鼓からは，平成26年（2014年）１月，28
年（2016年）４月と，二度にわたって意見書を頂
戴した。貴重なご意見であり，組織の詳細がわか
る面も多いので平成26年（2014年）に送付された
ものを紹介したい。それぞれ，本調査記録（Ⅰ）
［相澤・齋藤・土取・梅屋 2013］の文章に対応
して書かれたものだが，「調査記録」本文は再録
しない。
・1978年，高橋吉郎氏他6名が発起人にて和太鼓
の郷土芸能団体設立世話委員会が発足。1980年，
八幡太鼓保存会が発足。会長　高橋吉郎，副会
長　斉藤茂　村上健，事務局　高倉照二，会計
鈴木徹，総監督　高倉暁，副監督　村上秀則　
高倉長一。
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・会設立から現在まで子供達だけでなく，幼稚園
児から高齢者と幅広い年齢層会員による幅広い
活動は，地域親睦と家庭円満そして地域の活性
化を目的とした，ごく普通のコミュニティ団体
であると考えている。また，多くの高齢先輩者
からのアドバイスにて，特に子供達には明朗活
発と礼儀，そして思いやりを「しつけ」として
主眼しているが，これも伝統文化である。
・1988年，ジュニア選抜チームが保存会内に編成
され，全国太鼓フェスティバルに出演，NHK 
BS放送から全国に紹介される。1990年，小山
亀吉氏，菅原雅氏，臼井賢志氏を代表とした後
援会の尽力にて，印度コーチン市，翌年英国ロ
ンドン公演を成功させ，気仙沼の青少年国際交
流の草分けと言われた。以後，中国，ベトナム
など，通算7回の海外公演を成功させた。
・伝統文化の継承，健全育成，学校教育の助成，
社会福祉活動などを目的としている。現練習場
は，1989年西八幡町町内会有志による労働奉仕
にて建設され，主なる太鼓と他器材等は保存会
そして市内の後援有志の寄付と尽力により，順
次整えることができた。
・子供達には，毎年開催のみなと祭りでの演奏曲
目（伝統曲）を全曲共に太鼓と篠笛を練習させ
ている。ステージ形式には全員の篠笛演奏と，
女子による伝来の手踊りが花を添える。ここに
伝統文化の継承があり，子供達と若い指導者の
創意工夫には子供達の伝統文化への魅力と郷土
芸能を受け継ぐという，作業と発展と進歩が
しっかりとみえる。
・郷土が誇る伝統芸能を全国に紹介と，また学生
そしてボランティア諸君にも習得を頂きたいと
考えている。
・上海万博出演の招聘は保存会設立30周年の節目
であった。鹿折八幡神社には念願であった１尺
８寸の大太鼓一式を御礼奉納し，市民会館満場
にて記念壮行公演を開催することができた。
・支援は，一箇所からだけではない。「御礼は全
世界に伝えたい」。
・子供達が石原東京都知事に面談。気仙沼市長と
気仙沼市民からの要望書を直接受け取って頂き，
今後の復興支援のお願いを聞いていただいた。
・東日本大震災には，いち早く駆けつけた東京消
防庁。これには感謝の値する大きな言葉がみつ
からない。同庁からは３度の招聘があったが，
どのステージも立派な演奏であった。子供達の
感謝のその思いが舞台に表れたのであろう。同
庁とは今も交流はつづく。
・村井知事には，その都度「親書」を準備してい
ただき，上海，北京では県大連事務所がわざわ
ざ御来し，最大のサポートをしてくれた。一同，
心から感謝している。
・郷土芸能は無限にて神秘，偉大である。郷土芸
能には先人たちの歴史文化が記されている。こ
れを次世代に継承しなければならない。そして
新しい文化にも伝統文化が生き続けている。そ
れが「祭り」である。「祭りは若者たちを育て，
若者たちは郷土を元気にする」。
・郷土芸能，伝統文化，祭りを大切に伝える，こ
れが教育と人づくり，地域の活性化となる。我
が元気な子供達と若者達は，この郷土から「日
本の祭り」を全世界に発信している。
・「子供達が伝統文化に興味を持つには，どうし
たらよいか」が課題であった。ここに大きな工
夫と演出が生まれ，実行された活動に子供達が
飛びつき，その活動全般には伝来の伝統文化が
生きて継承されている。世界の伝統文化は進歩
を続け，そして継承されているのをみてきた。
我々の思想は，祖先伝来の郷土芸能を崩すこと
は出来ない。また，これを上回る郷土芸能の考
案はかなり難しいと思う6）。
　これらは，十分な聞き書きができなかった当該
団体からの直接の声として，組織の理念や現状を
伝える貴重な資料となっていると思われる。また，
2016年４月１日づけで「保存会・三役年寄り相談
役の意見」が送付された。本調査記録（Ⅰ）によっ
て，会の内部に「驚きと抑えることのできない大
きな波乱と問題が生じてしまった」「崩壊」など
の文字が認められ，執筆者一同責任を感じる。た
だ，もとより，調査の目的は伺ったことを記録す
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ることにすぎず，宣伝のみの記載も意図していな
いし，特定の団体の評判を毀損する意図はない。
４月１日づけの文書では，（Ⅰ）の記載事項にも
再度改めて「意見」を逐一寄せられたが，本稿掲
載の２年前の意見と合致しない部分もある。根本
的な問題として，調査には東北学院同窓会気仙沼
支部長である，齋民商店社長の齋藤欣也氏ととも
に５名で訪れているのであるが，その事実関係に
ついても齟齬をきたしているためこれ以上の採録
は今回は控える。今後必要があれば，2016年４月
１日付の意見書も含め本調査記録内で報告するこ
とにする。
（Ⅲ）おわり。以下（Ⅳ）として本誌掲載を予定。
注
１）高崎正勝氏より梅屋宛の郵送による私信。一部
文末表現を変更した部分がある。
２）2014年12月に梅屋・庄司は再調査に磯草を訪れ
た。その際の聞き取りによる修正資料を含む。
３）大谷大漁唄い込み保存会副会長兼庶務係及川一
郎氏2016年３月23日付郵送による私信。
４）尾形修也氏より梅屋宛2016年２月18日消印の修
正依頼状。郵送にて。
５）http://www.city.kesennuma.lg.jp/www/
contents/1340789671730/index.html［2016年９月
19日閲覧］
６）ほぼ原文のままだが，一部字句の改変を行って
ある。
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